













Formative expression aimed for realizing 



































































































































































































































































































② 素材・材料の選択・操作 → 着想・発想 → 用法・技法の体験
③ 素材・材料の選択・操作 → 用法・技法の体験 → 着想・発想
④ 用法・技法の体験 → 着想・発想 → 素材・材料の選択・操作
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２）幼児教育における「見方・考え方」は、「幼児がそれぞれの発達に即しながら身近な環境に主体的に関わり、
心動かされる体験を重ね遊びが発展し生活が広がる中で、環境との関わり方や意味に気づき、これらを取
り込もうとして、諸感覚を働かせながら、試行錯誤したり、思い巡らしたりすること」である。
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